
新型コロナ５類移行後の

外 来 診 療

～コロナ疑い患者さんの診療について～
発熱やのどの痛みなどの症状



引き続き、当院ではコロナ（疑い）患者さんの

診 療 は 行 い ま せ ん

•診療が困難な理由（事情）

•設備上、動線や個室の確保が困難な為
•重症化リスクが重積している人工透析及び腹膜透析患者
120名の診療を行っている為（これらの患者さんの死亡率は国民平均の８倍）

•透析診療は縮小や休止が不可能であり、医療スタッフに
感染者や濃厚接触者が発生すると重大な結果に至る為

★院内でのマスク着用に協力お願いいたします

ご理解とご協力をお願いいたします



受診当日コロナ陰性を確認できている場合は

受 診 可 能 で す

• 発熱やのどの痛みなど新型コロナを疑う症状があった場合に、

他医療機関を受診され、抗原検査、または、PCRの検査結果が

陰性（ー）の場合は受診可能です。
※受診医療機関からの陰性証明が必要です。

※症状によっては、陰性であっても医師の判断で診療できない場合があります。

• 市販の検査キットによる自己検査は、精度にばらつきがあり

正しい結果が得られませんので、医療機関等で検査を

受けてください。

• ご不便をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。



受 診 可 能 な 医 療 機 関 は

札幌市のホームページででご確認ください
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